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１
．
は
じ
め
に

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り

拡
散
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
及
び

１
３
７
、
以
下
、
Cs
と
す
る
）
は
、
福
島
県
を
中
心
に

広
い
範
囲
に
降
下
し
た
。
特
に
水
域
で
は
、
Cs
の
直
接

降
下
に
加
え
、
集
水
域
に
降
下
し
て
土
壌
等
に
吸
着
し

た
Cs
が
降
雨
に
よ
っ
て
排
水
路
を
経
由
し
て
流
入
し

た
。
Cs
を
吸
着
し
た
微
細
な
土
砂
は
、
溜
池
等
の
閉
鎖

性
水
域
に
流
入
す
る
と
沈
降
堆
積
し
、
池
底
に
Cs
が
蓄

積
す
る
。
そ
の
結
果
、
底
質
が
高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
Cs
に
よ
る
底
質
汚
染
は
、
溜
池
の
水
位

低
下
に
伴
う
空
間
線
量
の
上
昇
や
、
出
水
時
の
汚
染
底

質
の
巻
き
上
げ
に
よ
る
下
流
域
へ
の
拡
散
等
、
生
活
環

境
や
農
水
産
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
早
期
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

底
質
の
除
染
を
計
画
す
る
場
合
、
底
質
の
汚
染
状
況

の
情
報
が
重
要
と
な
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
の
情
報
は

多
く
な
く
、特
に
深
度
方
向
の
情
報
は
非
常
に
少
な
い
。

弊
社
は
、
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
内
の
溜
池
に
お
い

て
、底
質
の
Cs
に
よ
る
汚
染
状
況
を
調
査
し
た

1

。
ま
た
、

環
境
省
平
成
23
年
度
除
染
技
術
実
証
事
業
に
実
証
テ
ー

マ
「
水
域
（
湖
沼
・
河
川
等
）
の
底
質
を
対
象
と
し
た

除
染
・
減
容
化
技
術
の
開
発
」
と
し
て
採
択
さ
れ
、
複

数
の
溜
池
で
底
質
の
汚
染
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
底
質
の
除
染
・
減
容
化
等
の
実
証
実
験
を
実
施
し

た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
の
一
部
と
弊
社
が
保

有
す
る
除
染
技
術
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

２
．
溜
池
底
質
の
Ｃs
に
よ
る
汚
染
特
性

底
質
の
深
度
方
向
の
汚
染
状
況
調
査
は
、
水
を
抜
い

た
状
態
の
溜
池
が
２
箇
所
、
湛
水
状
態
の
溜
池
が
４
箇

所
で
実
施
し
た
。
こ
こ
で
は
各
々
の
状
態
を
代
表
す
る

Ａ
池
と
Ｂ
池
の
調
査
デ
ー
タ
を
例
に
と
り
、
Cs
に
よ
る

汚
染
特
性
を
示
す
。
水
を
抜
い
た
Ａ
池
で
は
、
Cs
濃
度

が
底
質
表
層
０
〜
１
㎝
で
40
万
Bq
／
㎏
（
乾
土
、
以
下

同
じ
）
強
、
表
層
１
〜
５
㎝
で
は
５
万
Bq
／
㎏
強
で
あ

り
、
高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
て
い
た
。
５
㎝
以
深
で
は
１

０
０
Bq
／
㎏
の
オ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
濃
度
は
急
激
に
低

下
し
て
い
た
（
図
︱
１
）。
湛
水
し
た
Ｂ
池
で
は
、
底

質
表
層
０
〜
５
㎝
で
９
５
０
０
Bq
／
㎏
程
度
、
５
〜
10

㎝
で
６
５
０
０
Bq
／
㎏
程
度
と
高
い
濃
度
の
汚
染
が
確

認
さ
れ
た
。
10
㎝
以
深
で
は
、
深
く
な
る
に
従
っ
て
濃

度
が
低
く
な
り
、
30
㎝
以
深
で
は
１
０
０
Bq
／
㎏
の

オ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
（
図
︱
２
）。
こ
の
こ
と
よ
り
、

池
ご
と
に
Cs
濃
度
の
高
低
は
あ
る
も
の
の
、
底
質
表
層

に
相
対
的
に
高
い
濃
度
の
Cs
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
本
事
例
以
外
の
溜
池
で
も
概
ね
同
様
な
傾
向

が
確
認
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
底
質
の
除
染
は
、
表
層
か

ら
５
㎝
乃
至
15
㎝
程
度
除
去
す
れ
ば
、
相
対
的
に
高
濃

図―１　底質深度方向の Cs 濃度（水を抜いたＡ池）

図―２　底質深度方向の Cs 濃度（湛水した B 池）
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度
の
汚
染
底
質
を
取
り
除
け
る
こ
と
に
な
る
。

図
︱
３
は
、
Ａ
池
の
表
層
０
〜
５
㎝
の
底
質
（
15
・

８
万
Bq
／
㎏
）
の
内
、
粒
径
２
㎜
未
満
を
９
画
分
に
篩

分
級
し
、
画
分
ご
と
に
Cs
濃
度
と
有
機
物
含
有
量
の
指

標
と
な
る
強
熱
減
量
を
測
定
し
た
結
果
で
あ
る
。
最
も

小
さ
い
粒
径
25
㎛
未
満
で
は
、
30
万
Bq
／
㎏
強
と
高
濃

度
で
あ
り
、
強
熱
減
量
は
約
35
％
と
高
か
っ
た
。
１
ラ

ン
ク
大
き
い
粒
径
画
分
25
〜
38
㎛
と
比
べ
る
と
、
Cs
濃

度
、強
熱
減
量
と
も
に
突
出
し
て
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
Cs
が
細
粒
分
の
み
な
ら
ず
有
機
分
に
も
強
く

吸
着
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
75
㎛
以

上
の
粒
径
で
は
、
Cs
濃
度
に
比
例
し
て
強
熱
減
量
も
高

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
粒
径
の
大
き
い
画
分
に
は

多
く
の
有
機
分
が
含
ま
れ
、
そ
れ
に
Cs
が
強
く
吸
着
し

て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
Cs
濃
度
の
高
い

25
㎛
未
満
は
、
粒
度
構
成
比
率
が
62
％
と
高
く
、
そ
の

結
果
、
全
Cs
量
の
約
９
割
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
、
底
質
を
洗
浄
分
級
処
理
す
る
場
合
、
細

粒
分
、
特
に
粘
土
分
の
分
離
が
重
要
と
な
る
。

３
．
底
質
の
除
去
に
よ
る
除
染
効
果

Ａ
池
の
底
質
表
層
を
剥
ぎ
取
り
、
除
染
効
果
を
確
認

し
た
。
剥
ぎ
取
り
範
囲
は
４
・
５
ｍ
×
４
・
５
ｍ
×
３

箇
所
と
し
、
剥
ぎ
取
り
厚
さ
は
５
㎝
と
し
た
（
図
︱
４

参
照
）。
Ａ
池
は
池
底
の
大
部
分
が
露
出
し
て
お
り
、

池
底
全
面
に
一
年
草
が
繁
茂
し
て
い
た
。
よ
っ
て
、
今

季
に
繁
茂
し
た
植
物
に
よ
る
空
間
線
量
へ
の
影
響
も
併

せ
て
確
認
し
た
。
草
刈
お
よ
び
底
質
の
剥
ぎ
取
り
作
業

は
、
水
が
抜
か
れ
た
状
態
で
実
施
し
た
。
測
定
値
は
、

３
箇
所
の
測
定
結
果
の
平
均
と
し
た
。
図
︱
５
に
、
除

染
前
後
の
空
間
線
量
率
を
示
す
。
地
上
１
ｍ
の
空
間
線

量
率
は
、
草
刈
前
・
剥
ぎ
取
り
前
（
以
下
、
除
染
前
と

す
る
）
に
８
・
03 

µSv
／
ｈ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
草
刈
後
・

剥
ぎ
取
り
後
（
以
下
、
除
染
後
と
す
る
）
に
は
、
４
・

59 

µSv
／
ｈ
と
な
り
、
低
減
率
は
42
・
８
％
と
な
っ
た
。

地
上
１
㎝
で
は
、
除
染
前
に
11
・
８ 

µSv
／
ｈ
あ
っ
た
も

の
が
、
除
染
後
に
３
・
46 

µSv
／
ｈ
と
な
り
、
低
減
率
は

70
・
７
％
と
な
っ
た
。
一
方
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

影
響
を
取
り
除
く
た
め
、
コ
リ
メ
ー
タ
を
設
置
し
て
測

定
し
た
場
合
、
除
染
前
に
１
・
94 

µSv
／
ｈ
あ
っ
た
も
の

が
、
除
染
後
に
０
・
51 

µSv
／
ｈ
と
な
り
、
低
減
率
は

73
・
７
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
、
底
質
表

層
を
剥
ぎ
取
る
こ
と
で
、
地
上
１
㎝
の
空
間
線
量
率
は

大
幅
に
低
減
し
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
影
響
を
取
り

除
け
ば
、
除
染
の
長
期
的
な
目
標
で
あ
る
追
加
被
ば
く

線
量
０
・
23 

µSv
／
ｈ
に
近
づ
く
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

一
方
、
地
上
１
ｍ
で
は
、
周
辺
か
ら
の
線
量
の
影
響
を

受
け
、
低
減
率
は
低
か
っ
た
。
ま
た
、
今
季
繁
茂
し
た

植
物
に
よ
る
除
染
効
果
は
殆
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

図―５　除染による空間線量率の低減効果
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図―７　除染による Cs 濃度の低減効果
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図
︱
６
に
除
染
前
後
の
表
面
汚
染
密
度
を
示
す
。
除
染

前
に
２
０
６
４
cpm
あ
っ
た
も
の
が
、
除
染
後
に
２
７
２

cpm
と
な
り
、
低
減
率
は
86
・
８
％
と
な
っ
た
。
図
︱
７

に
除
染
前
後
の
底
質
表
層
（
５
㎝
厚
）
の
Cs
濃
度
を
示

す
。
除
染
前
の
表
層
土
壌
が
15
万
２
３
０
０
Bq
／
㎏

あ
っ
た
も
の
が
、
除
染
後
は
２
万
２
１
０
０
Bq
／
㎏
と

な
り
、
低
減
率
は
85
・
５
％
と
な
っ
た
。
底
質
表
層
を

剥
ぎ
取
る
こ
と
で
、
Cs
濃
度
は
大
幅
に
低
減
す
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
高
濃
度
の
Cs
が
蓄
積
し
て
い
る

底
質
表
層
を
薄
層
で
取
り
除
く
こ
と
で
、空
間
線
量
率
、

表
面
汚
染
密
度
お
よ
び
Cs
濃
度
と
も
に
大
幅
に
低
減
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
底
質
表
層
を
面
的
に
広
範
囲

に
取
り
除
く
こ
と
で
、
除
染
の
長
期
的
な
目
標
で
あ
る

追
加
被
ば
く
線
量
０
・
23‌

µSv
／
ｈ
未
満
の
達
成
が
期
待

で
き
る
。

４
．
洗
浄
分
級
処
理
に
よ
る
洗
浄
・
減
容
化
効
果

Ａ
池
の
表
層
５
㎝
の
底
質
を
対
象
に
、
洗
浄
分
級
・

脱
水
処
理
に
よ
る
洗
浄
効
果
と
減
容
化
効
果
を
確
認
し

た
。
浄
化
プ
ラ
ン
ト
は
底
質
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
で

実
績
の
あ
る
設
備
構
成
と
し
、
底
質
の
解
泥
・
撹
拌
処

理
に
水
中
撹
拌
ポ
ン
プ
を
、
洗
浄
分
級
処
理
に
振
動
篩

と
サ
イ
ク
ロ
ン
を
併
用
し
た
湿
式
洗
浄
分
級
方
式
を
採

用
し
た
。
分
級
し
た
細
粒
分
の
減
容
化
処
理
に
は
、
圧

搾
式
フ
ィ
ル
タ
ー
プ
レ
ス
を
採
用
し
た（
写
真
︱
１
）。

対
象
底
質
の
粒
度
構
成
は
、
粗
粒
分
が
30
・
９
％
、
細

粒
分
が
65
・
７
％
で
あ
り
、
強
熱
減
量
が
12
・
７
％
で

あ
っ
た
。

洗
浄
分
級
処
理
を
実
施
し
た
結
果
、
洗
浄
砂
の
Cs
濃

度
は
２
０
０
０
Bq
／
㎏
程
度
と
な
り
、
汚
染
底
質
（
原

土
）
に
対
し
98
・
７
％
低
減
し
た
（
図
︱
８
）。
脱
水

処
理
後
の
減
容
化
率
は
41
％
程
度
で
あ
り
、
処
分
す
べ

き
廃
棄
物
量
が
４
割
減
っ
た
こ
と
に
な
る
。

洗
浄
分
級
処
理
に
よ
る
減
容
化
効
果
は
、
原
土
の
粒

度
構
成
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
細
粒
分
が
多
い
底

質
で
は
大
幅
な
減
容
化
は
期
待
で
き
な
い
。
一
方
、
底

質
の
浚
渫
時
に
回
収
厚
を
最
小
化
す
る
こ
と
で
、
洗
浄

分
級
処
理
を
行
う
土
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

５
．
改
良
型
薄
層
浚
渫
工
法
に
よ
る
減
容
化

従
来
の
薄
層
浚
渫
工
法
で
は
底
質
の
最
小
回
収
厚
は

30
㎝
（
当
社
保
有
工
法
の
実
績
値
）
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
比
較
的
静
穏
度
の
高
い
湖
沼
を
対
象
と
し
て
、
底

質
回
収
機
構
の
改
良
と
回
収
装
置
の
軽
量
化
を
図
っ
た

（
写
真
︱
２
）。
改
良
し
た
薄
層
浚
渫
工
法
で
は
、
底
質

の
最
小
回
収
厚
を
10
㎝
ま
で
薄
く
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
よ
っ
て
、
改
良
型
薄
層
浚
渫
工
法
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
回
収
土
量
は
従
来
工
法
に
対
し
て
１
／
３
に

低
減
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
改
良
型
薄
層
浚
渫
工
法
と

前
述
し
た
浄
化
プ
ラ
ン
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

処
分
す
べ
き
廃
棄
物
量
は
従
来
工
法
に
よ
る
回
収
土
量

の
約
２
割
と
な
り
、
大
幅
な
減
容
化
が
可
能
と
な
る
。

６
．
お
わ
り
に

底
質
の
除
染
は
、多
量
の
廃
棄
物
が
発
生
す
る
た
め
、

回
収
量
の
最
少
化
と
回
収
物
の
減
容
化
が
重
要
と
な

る
。
本
稿
で
は
、底
質
の
汚
染
状
況
を
示
す
と
と
も
に
、

底
質
表
層
の
除
去
に
よ
る
除
染
効
果
お
よ
び
減
容
化
効

果
に
つ
い
て
示
し
た
。
今
後
、
底
質
の
除
染
を
検
討
す

る
に
あ
た
り
、
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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図―８　洗浄分級処理による物質収支
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①汚染底質

解泥・撹拌

振動篩分級（粗）

サイクロン分級

振動篩分級（細）

②洗浄砂

凝集沈殿処理

脱水処理

④脱水ケーキ

③ごみ、礫

凡

例

Cs濃度（乾土当たり）
試料名

乾燥重量 容積

＊） ごみ、礫の乾燥重量と容積には、

植物、中礫の数量が含まれている

写真―１　洗浄分級・脱水処理プラント

写真―２　可搬式浚渫船と底質回収装置


